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JIS X 8341-3 改正原案作成ワーキンググループ  
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本日のアウトライン 
1. イントロダクション：実装WGについて 
2. 達成基準を満たすことのできる実装方法の選択 
3. アクセシビリティ・サポーテッド情報の見かた 
 アクセシビリティ・サポーテッド検証結果 
 アクセシビリティ・サポーテッド(AS)情報 

4.  Q&Aコンテンツ 
まとめ 
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1. イントロダクション 

実装ワーキンググループ（WG2）の紹介 
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実装ワーキンググループ｜活動内容 
1. WCAG文書の日本語訳 

WCAG 2.0 
Understanding WCAG 2.0 
Techniques for WCAG 2.0 

2. アクセシビリティ・サポーテッド情報 
テストファイルの作成 
ブラウザ/支援技術による検証 

3. 達成基準及び実装方法に関する統一見解 
実装に関連する諸問題の解決 
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実装ワーキンググループ｜構成員（順不同・敬称略） 

木達 一仁 (株)ミツエーリンクス｜副査 
太田 良典 (株)ビジネス・アーキテクツ 
澤田  望   キヤノンマーケティングジャパン(株) 
多田  正   (株)富士通ソフトウェアテクノロジーズ 
冨安  悠   日立公共システムエンジニアリング(株) 
中根 雅文 慶應義塾大学 
野口 昭久 アドビシステムズ(株) 
細田 和也 マイクロソフト(株) 
渡辺 隆行 東京女子大学、ITRC 
主査：植木 真 (株)インフォアクシア 
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２. 達成基準を満たすことのできる 
   実装方法の選択 
 

仕様に沿った実装方法 
≠ 達成基準を満たすことのできる実装方法 
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規格票の閲覧/購入 

閲覧：JISC（日本工業標準調査会） 
http://www.jisc.go.jp/app
/JPS/JPSO0020.html 

「X8341-3」で検索 
 
購入：JSA Web Store 

http://www.webstore.jsa.
or.jp/webstore/top/ 

「X8341-3」で検索 
 

http://www.jisc.go.jp/app/JPS/JPSO0020.html
http://www.jisc.go.jp/app/JPS/JPSO0020.html
http://www.webstore.jsa.or.jp/webstore/top/
http://www.webstore.jsa.or.jp/webstore/top/
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箇条7. ウェブコンテンツに関する要件 

規格票 目次 



CEATEC JAPAN 2011 コンファレンス NT-11 11 

図版やコード例が豊富だった2004年版 
箇条5に例及び図を豊富に掲載し、  
さらに、附属書1でも具体的な例を提示 
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『WCAG 2.0』 同様、要件だけを記述 

12 

図版やコード例が全くない2010年版 
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規格票だけでは具体的な方法が分からない 

13 

2010年改正版の読みかた 
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規格票だけでは具体的な方法が分からない 

14 

2010年改正版の読みかた 

規格票 P 1 
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規格票だけでは具体的な方法が分からない 

15 

2010年改正版の読みかた 

規格票 P 12 
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『WCAG 2.0』の関連文書群 

WCAG 2.0 

Understanding  
WCAG 2.0 

Techniques for WCAG 2.0 
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『WCAG 2.0』 本文 

WCAG 2.0 

Understanding  
WCAG 2.0 

Techniques for WCAG 2.0 

勧告文書 
4つの原則 （Principles） 
ガイドライン （Guidelines） 
達成基準 (Success Criteria) 

用語集 
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『Understanding WCAG 2.0』 

WCAG 2.0 

Understanding  
WCAG 2.0 

Techniques for WCAG 2.0 

理解するための解説文書 
4つの原則  
ガイドライン 
達成基準  

意図  
ユーザーのメリット 
事例 
実装方法の一覧 
用語説明 
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WCAG 2.0 

Understanding  
WCAG 2.0 

『Techniques for WCAG 2.0』 
 
実装方法 / 不適合事例の解説 

各達成基準を満たすことのできる実装方法 
一般、（X)HTML、CSS、クライアントサイド / 

サーバサイドスクリプティング、Flash、SMIL、
プレーンテキスト、ARIA に分類 

よくある不適合事例 
 

 
Techniques for WCAG 2.0 



CEATEC JAPAN 2011 コンファレンス NT-11 20 

本文以外は、随時追加 / 更新が可能 

WCAG 2.0 

Understanding  
WCAG 2.0 

Techniques for WCAG 2.0 

勧告（Recommendation） 
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JIS X 8341-3:2010 も同様 

WCAG 2.0  
解説書 

WCAG 2.0 
実装方法集 

JIS X 8341-3:2010 
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達成基準 7.2.4.1 ブロックスキップ 

2004年版にも似たような要求事項があった 

規格票 P 22 
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2004年版と2010年版の違い 

 

達成基準 7.2.4.1  ブロック・スキップ：  
 

複数のウェブページ上で繰り返されているコンテ
ンツのブロックを通過できるメカニズムが利用可
能でなければならない。 
  

 

2004年版  5.3 h) 
 

共通に使われるナビゲーションなどのためのハイパリンク及びメ
ニューは，読み飛ばせるようにすることが望ましい。 
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この達成基準の意図は？ 
『WCAG 2.0 解説書』で確認 

http://www.ciaj.or.jp/access/web/docs/UNDERSTANDING-
WCAG20/navigation-mechanisms-skip.html  

http://www.ciaj.or.jp/access/web/docs/UNDERSTANDING-WCAG20/navigation-mechanisms-skip.html
http://www.ciaj.or.jp/access/web/docs/UNDERSTANDING-WCAG20/navigation-mechanisms-skip.html
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達成基準 (7.)2.4.1 を理解する 
 

この達成基準の意図  
 

“コンテンツ内を一つずつ順を追って行き来してい
る利用者がウェブページのメインコンテンツへ直
接移動できるようにすること” 
  

該当するのは、スクリーンリーダー / 音声ブラ
ウザの利用者だけではない 
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達成基準 (7.)2.4.1 を理解する 
 

達成基準 2.4.1 の具体的なメリット  
 

“キーボード又はキーボード・インタフェースだけ
を使用している利用者が、より少ないキースト
ロークだけでコンテンツに到達できるようになる” 
  

画面を見て、（マウス操作ができないために）
キーボードだけで操作している利用者も想定 
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達成基準 (7.)2.4.1 を理解する 
 

達成基準 2.4.1 の事例：  
 

“ページの先頭に、そのメインの記事へジャンプす
るリンクがある。このリンクを使わないと、キー
ボードを使用している利用者は、メインの記事へ
到達するまでに Tab キーを押下しながら40前後
のリンクを通り抜ける必要がある。また、スク
リーンリーダーの利用者は、200の単語を聞かな
ければならない。” 
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『WCAG 2.0 解説書』で確認するポイント 

1. 達成基準の意図 
2. 達成基準を満たすことによって、どんなユー

ザーにどのようなメリットがあるか 
3. 達成基準を満たしている事例 
4. 達成基準を満たすことのできる実装方法 
5. 達成基準の不適合事例 

 

まず、各達成基準の要件を確認することが重要。 
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具体的な実装方法は？ 
『WCAG 2.0 解説書』で一覧を確認した後、
『WCAG 2.0 実装方法集』で詳細を確認 

http://www.ciaj.or.jp/access/web/docs/UNDERSTANDING-
WCAG20/navigation-mechanisms-skip.html  

http://www.ciaj.or.jp/access/web/docs/UNDERSTANDING-WCAG20/navigation-mechanisms-skip.html
http://www.ciaj.or.jp/access/web/docs/UNDERSTANDING-WCAG20/navigation-mechanisms-skip.html
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どの実装方法を用いてもよいのか？ 
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用いてもよい実装方法の条件 

利用者にとって利用可能であること 
利用可能かどうかを確認することは、設計・開発
する者の責任 
附属書A（参考）を参照 

規格票 P 12 
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独自の実装方法を用いてもよい 
Understanding WCAG 2.0 に全ての実装方法
がリストアップされているわけではない 
 
 
 
 
 
ただし、”利用者にとって利用可能であることを
確認しなければならない” 

規格票 P 13 
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3. アクセシビリティ・サポーテッド情報 

ブラウザ / 支援技術によるサポート状況 
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“ウェブコンテンツ技術の 
  アクセシビリティサポーテッドな使用方法” 

 

規格票 P 34 
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“アクセシビリティ･サポーテッド” とは？ 

『アクセシビリティ･サポートを理解する』 
http://www.ciaj.or.jp/access/web/docs/UNDERSTANDING-

WCAG20/conformance.html#uc-accessibility-support-head  

http://www.ciaj.or.jp/access/web/docs/UNDERSTANDING-WCAG20/conformance.html
http://www.ciaj.or.jp/access/web/docs/UNDERSTANDING-WCAG20/conformance.html
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“アクセシビリティ･サポーテッド” とは？ 

利用者にとって利用可能である 
＝ 利用者が使用しているブラウザ及び支援技術

がサポートしている 
＝ “アクセシビリティ･サポーテッド” である 
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仕様に準拠≠アクセシビリティサポーテッド 

6.2 設計 b) 、附属書A（参考）A.1 を参照 
例えば、（X)HTMLの longdesc属性 

規格票 P 12 
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どのようにサポート状況を確認するのか？ 

『アクセシビリティサポーテッド情報』が必要 
コンテンツ制作者、企業、技術ベンダーが作成
してもよい 
 

規格票 P 35 
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どのように作成するのか？ 

1. テストファイルを用意 
2. ブラウザ/支援技術を用いて検証 

規格票 P 36 
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自ずと直面する難題 
1. 『Techniques for WCAG 2.0』の理解 
 増え続ける膨大な文書量 

2. テストファイルの制作工数 
 『Techniques for WCAG 2.0』をもとに作成 

3. ブラウザ / 支援技術による検証作業の工数 
 実に様々な組合せが想定できる･･･ 

 OS: Windowsだけでも、XP、Vista、7がある 
 ブラウザ： IEだけでも、IE6、IE7、IE8、IE9。  

その他にもFirefox、Safari、Opera、Chromeも･･･ 
 支援技術： PC-Talker、HPR、JAWS、そして、 

NetReader、FocusTalk、NVDAも･･･。      
さらに、支援技術はスクリーンリーダーだけではない。 
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W3Cはコンセプトを提示するのみ 

つまり、WCAG 2.0 はどのブラウザ/支援技術、
幾つのブラウザ/支援技術、どのバージョンで 
確認すべきかの目安すら示していない 
コンテンツ制作者や一企業による判断は困難 
 

規格票 P 35 
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リストの中から選ぶ場合 
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WAICが実施したAS検証の結果を公開 
アクセシビリティサポーテッド(AS)検証結果
http://www.ciaj.or.jp/access/web/docs/jis2010/as.html  

http://www.ciaj.or.jp/access/web/docs/jis2010/as.html
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これまでに検証した利用環境｜ブラウザ 

OS ブラウザ 

Windows XP Internet Explorer 6 

Windows Vista Internet Explorer 7 

Windows 7 Internet Explorer 8 

Windows 7 Internet Explorer 9 

Windows XP Firefox 3.5 

Windows 7 Firefox 4.0 

MacOS 10.5 Safari 3.2 

MacOS 10.6.6 Safari 5.0.3 
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これまでに検証した利用環境｜音声読み上げ 
OS ブラウザ 音声読み上げソフト 

Windows XP Internet Explorer 6 JAWS 9.0 

Windows XP Internet Explorer 6 ホームページリーダー 3.04 

Windows XP Internet Explorer 6 PC-Talker XP 3.06 

Windows XP Internet Explorer 6 NetReader 1.18 

Windows7 Internet Explorer 8 FocusTalk V3 

Windows7 Firefox 3.5 NVDA 2010.1J 

Windows7 Firefox 4.0.1 NVDA 2011.1 
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達成基準 7.2.4.1 の検証結果(2011年7月版） 

すべての閲覧環境が「○」の実装方法がない 
”見出しのマークアップ” (H69) だけでは、キー
ボードユーザーが利用できない 
“スキップリンク” (G1) と併用しなければ達成 
基準の要件を満たすことができない  



CEATEC JAPAN 2011 コンファレンス NT-11 47 

さらに、AS検証結果の解説を提供 
アクセシビリティサポーテッド(AS)情報
http://www.ciaj.or.jp/access/web/docs/jis2010/as.html  

http://www.ciaj.or.jp/access/web/docs/jis2010/as.html
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アクセシビリティ・サポーテッドかどうか？ 
1. 「アクセシビリティ・サポーテッド」の定義を

改めて確認すること 
2. 達成基準の意図を正しく理解すること 
3. 最新の『アクセシビリティ・サポーテッド検証

結果』を参照すること 
 現時点では、2011年7月版 
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AS情報の読みかた 
解説の前提は以下の二点： 

具体的なイメージとして、地方自治体のウェブサイト
を想定 
 つまり、できるかぎり多くの利用者の閲覧環境をカバーした

いサイトを想定している 
達成基準ごとに、AS検証結果をふまえて、達成基準
を満たすためにはその実装方法をどのように用いる 
べきかを解説 
 積極的にその実装方法を用いないほうがよい理由（実装する

ことによるユーザーへの悪影響）があるかどうか 
 より多くのユーザーがコンテンツを利用できるようになる別

の実装方法があるかどうか 
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AS情報の読みかた 
各実装方法による「達成可否」 

ブラウザ/支援技術の検証結果（サポート状況）を 
ふまえて、達成基準を満たすことができると考えて 
よいかどうかを次の三段階で評価 
 達成可能：アクセシビリティ・サポーテッドであり、達成

基準を満たすことができると考えてよい 
 要注意：「注意点」を確認した上で用いなければならない 
 達成不可能：アクセシビリティ・サポーテッドであると

はいえないため、「代替もしくは推奨する方法」などを参考
にして、他の実装方法を用いるべきである 
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今後の予定 
1. 月2回ペースの会合を継続して、等級A

の解説作成を終える予定（年内完了？） 
議論してみると、意外と時間がかかる 
 テストファイルの修正、再検証の実施を要する

こともある 
2. ブラウザ/支援技術ベンダーとの連携 

テストファイルの提供 
検証結果のレビュー依頼  

3. 新バージョンへの対応と情報追加・更新 
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4. Q&Aコンテンツ 

達成基準や実装方法に関する問い合わせ 
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WAICへの問い合わせをQ&A形式で公開 

http://www.ciaj.or.jp/access/web/qa/  

http://www.ciaj.or.jp/access/web/qa/
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ご質問をお寄せください 
1. waic@ciaj.or.jpへメールで質問を送信 
2. 質問の内容に応じて、担当WGが回答を作成 

例えば、達成基準や実装方法に関しては実装WG、
試験方法に関しては試験WGが担当 
 ただし、回答までに時間を要する場合もあり 

3. 担当WG主査より回答を返信 
4. 共有すべきと判断した質問と回答は、後日

WAICのサイトに掲載 
 質問者ご本人の許諾が得られた場合にかぎる 

mailto:waic@ciaj.or.jp
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まとめ 
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JIS X 8341-3:2010 の実装方法の選択 

1. 達成基準の意図を理解した上で、各実装方法
のAS検証結果を確認 

一般的なウェブコンテンツであれば、WAICが提供
するAS情報の解説を参考にすることができる 
イントラネットや業務アプリのように、閲覧環境を
限定できるウェブコンテンツの場合は、独自に判断
する 

2. 達成基準、実装方法、試験方法などに関する
疑問点は、WAICに問い合わせ可能 
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ご質問お待ちしています。 
waic@ciaj.or.jp 

 

mailto:waic@ciaj.or.jp
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